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海
外
に
発
展
し
た
明
治
時
代
の
美
濃
窯

～
明
治
時
代
に
お
け
る
海
外
発
展
の
要
因
と
そ
の
特
色
～

松

　

田

　

千

　

時

一
　
は
じ
め
に

古
代
よ
り
濃
尾
平
野
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
き
た
陶
磁
器
（
註
1
）
生
産
は
、
日
本
窯

業
史
上
重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
た
。

古
代
か
ら
近
世
初
頭
に
お
い
て
美
濃
窯
（
よ
う
）
及
び
瀬
戸
窯
で
生
産
さ
れ
た
施
紬
陶

器
は
、
中
国
大
陸
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
陶
磁
器
（
最
高
級
品
）
　
に
次
ぐ
高
級
品
と
し
て
上

層
階
級
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
美
濃
窯
は
粕
薬
の
開
発
や
美
濃
大
窯
・
連
房
式

登
り
窯
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
先
端
技
術
の
開
発
・
導
入
に
よ
っ
て
美
濃
古
陶
（
茶
陶
）

と
呼
ば
れ
る
日
本
独
特
の
文
化
を
華
聞
か
せ
た
。
江
戸
時
代
初
頭
に
九
州
有
田
で
生
産
が

開
始
さ
れ
た
磁
器
に
よ
り
畿
内
の
重
要
な
市
場
が
奪
わ
れ
始
め
る
と
、
美
濃
窯
及
び
瀬
戸

窯
は
一
般
庶
民
へ
の
量
産
品
供
給
と
い
う
新
た
な
市
場
の
開
拓
　
（
註
2
）
　
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
や
が
て
は
磁
器
の
製
法
を
習
得
し
て
生
産
に
入
り
、
名
工
の
活
躍
に
よ
っ
て
海

外
に
発
展
す
る
足
場
を
固
め
る
の
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
先
学
の
研
究
に
基
づ
き
、
美
濃
窯
及
び
瀬
戸
窯
が
長
い
歴
史
の
中
で
ど
の
よ

う
に
生
産
活
動
を
展
開
し
て
き
た
の
か
概
観
し
、
明
治
時
代
に
海
外
に
向
け
て
発
展
し
た

と
い
わ
れ
る
美
濃
窯
の
発
展
の
要
因
と
そ
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

器
の
生
産
に
も
成
功
し
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
日
本
の
陶
磁
器
生
産
の
一
大
中
心
地
と
し

て
の
地
位
を
保
ち
続
け
て
い
る
状
況
を
　
「
表
1
　
濃
尾
平
野
に
お
け
る
陶
磁
器
生
産
の
概

観
」
　
に
整
理
し
た
。

ち
な
み
に
、
「
製
品
」
欄
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
美
濃
窯
で
生
産
さ
れ
て
い
た
代
表

的
な
焼
き
物
の
総
称
を
、
「
窯
」
　
（
か
ま
）
欄
に
は
美
濃
窯
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
使
用
さ

れ
て
い
た
代
表
的
な
焼
成
窯
を
、
「
備
考
」
欄
に
は
美
濃
窯
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
代
表
的
な
窯
跡
及
び
製
品
な
ど
を
記
し
た
。

こ
の
表
1
か
ら
、
美
濃
窯
及
び
瀬
戸
窯
が
時
代
に
よ
っ
て
浮
沈
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、

長
い
歴
史
の
中
で
培
っ
た
技
術
と
伝
統
・
他
の
産
地
か
ら
見
れ
ば
無
尽
蔵
と
も
思
え
る
豊

富
な
原
料
陶
土
と
焼
成
用
燃
料
を
背
景
に
陶
磁
器
を
大
量
生
産
し
、
市
場
に
供
給
し
て
き

た
こ
と
が
分
か
る
。

三
　
明
治
時
代
に
お
け
る
美
濃
窯
及
び
瀬
戸
窯
の
発
展

江
戸
時
代
に
陶
磁
器
の
生
産
を
行
っ
て
い
た
窯
の
多
く
は
、
明
治
維
新
に
よ
っ
て
大
名

諸
侯
の
保
護
を
失
っ
て
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
明
治
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
に
よ
っ

て
海
外
へ
の
発
展
の
機
会
が
与
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
と
は
異
な
る
陶
磁
器
生
産
の
様
相

（
産
地
や
製
品
な
ど
）
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

二
　
濃
尾
平
野
に
お
け
る
陶
磁
器
生
産
の
概
観

原
料
陶
土
と
焼
成
用
燃
料
に
恵
ま
れ
た
猿
投
（
さ
な
げ
）
窯
に
始
ま
る
高
級
施
粕
陶
器

の
生
産
活
動
が
、
技
術
の
伝
播
や
工
人
の
移
動
な
ど
に
よ
っ
て
瀬
戸
窯
さ
ら
に
は
美
濃
窯

に
広
が
る
　
（
あ
る
い
は
生
産
活
動
の
中
心
が
移
る
）
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
磁

（
1
）
　
磁
器
に
よ
る
欧
米
市
場
の
開
拓

日
本
で
は
従
来
か
ら
陶
器
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
欧
米
市

場
開
拓
の
先
兵
と
な
る
の
は
磁
器
で
あ
っ
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
陶
器
は
茶
陶
と
呼
ば
れ
る
日
本
独
自
の
文
化
を
生
み
出
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
政
府
の
支
援
（
註
3
）
を
受
け
万
国
博
覧
会
を
起
爆
剤
に
し
て
欧

米
市
場
を
開
拓
す
る
の
が
磁
器
（
特
に
九
谷
風
あ
る
い
は
薩
摩
風
の
上
絵
を
施
し
た
も
の
）

と
な
っ
た
背
景
に
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
　
（
註
4
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

①
　
明
治
維
新
以
後
、
全
国
各
地
の
陶
器
生
産
窯
が
大
名
諸
侯
に
よ
る
保
護
を
失
っ
て
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衰
退
し
て
い
た
。

②
　
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
　
の
第
一
一
回
パ
リ
万
国
博
覧
会
以
来
、
欧
米
諸
国
の
関
心

は
磁
器
に
集
ま
っ
て
い
た
。

（
2
）
　
輸
出
用
磁
器
制
作
の
動
向

日
本
の
磁
器
の
欧
米
へ
の
輸
出
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
オ
ラ
ン
ダ
束
印
度
会
社
に
よ
る

伊
万
里
焼
の
大
量
買
い
付
け
に
始
ま
る
が
、
日
本
人
に
よ
る
輸
出
へ
の
積
極
的
な
取
り
組

み
は
幕
末
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

瀬
戸
窯
に
お
い
て
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
　
に
輸
出
用
洋
食
器
の
注
文
が
入
り
、
美

濃
窯
に
お
い
て
も
翌
六
年
に
は
輸
出
品
制
作
を
打
診
さ
れ
て
い
る
。
九
谷
で
は
、
明
治
元

年
（
一
八
六
八
）
　
に
輸
出
用
素
地
（
き
じ
）
　
の
焼
成
窯
が
築
か
れ
た
　
（
註
5
）
。

輸
出
用
美
術
工
芸
品
の
制
作
に
目
を
向
け
る
と
、
、
江
戸
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
陶
磁
器
産

業
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
東
京
（
明
治
六
年
に
瓢
池
園
が
設
立
な
ど
）
　
や
横
浜
（
後
に
帝
室

技
芸
員
と
な
る
富
川
香
山
の
真
葛
煤
の
開
窯
）
　
に
全
国
各
地
の
優
秀
な
画
工
が
集
ま
り
、

同
八
年
に
は
有
田
に
お
い
て
も
香
蘭
社
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
　
輸
出
用
磁
器
の
生
産
地

磁
器
の
生
産
地
と
し
て
古
く
か
ら
欧
米
に
知
ら
れ
て
い
た
の
は
有
田
で
あ
り
、
優
秀
な

画
工
　
（
上
絵
付
師
）
を
多
く
抱
え
て
い
た
の
は
京
都
や
九
谷
・
薩
摩
・
東
京
で
あ
っ
た
。

も
と
も
と
優
秀
な
画
工
と
い
う
の
は
大
名
諸
侯
が
保
護
す
る
窯
で
育
成
・
活
動
す
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
明
治
維
新
に
よ
っ
て
保
護
が
失
わ
れ
る
の
と
同
時
に
、
画
工
を
全
国
に
解

放
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
　
（
註
6
）
。

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
　
の
府
県
別
窯
業
生
産
額
を
見
る
と
岐
阜
県
が
二
六
・
四
％
を

占
め
て
第
一
位
、
次
い
で
愛
知
県
と
な
っ
て
い
る
　
（
註
7
）
が
、
そ
の
実
状
に
目
を
向
け

る
と
岐
阜
県
の
場
合
は
安
価
な
日
常
雑
器
が
主
要
製
品
（
註
8
）
　
で
あ
っ
た
。
美
濃
窯
及

び
瀬
戸
窯
が
全
国
屈
指
の
陶
磁
器
生
産
地
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
有

田
や
京
都
・
九
谷
・
薩
摩
・
東
京
・
横
浜
と
い
っ
た
芸
術
性
の
高
い
美
術
工
芸
品
を
制
作

す
る
地
域
と
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

一
四

と
こ
ろ
が
、
有
田
の
場
合
は
外
国
商
館
が
集
中
す
る
横
浜
や
神
戸
（
い
わ
ゆ
る
商
館
貿

易
）
　
か
ら
は
遠
く
離
れ
て
不
便
で
あ
り
、
京
都
の
場
合
は
原
料
事
情
が
悪
く
　
（
註
9
）
　
需

要
の
大
き
い
洋
食
器
の
生
産
に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に

あ
っ
て
、
豊
富
な
原
料
と
零
細
経
営
の
生
産
者
を
擁
す
る
美
濃
窯
及
び
瀬
戸
窯
は
安
価
な

日
常
雑
器
の
生
産
地
と
し
て
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
国
際
競
争
力
を
高
め

る
た
め
に
、
仕
入
れ
価
格
を
低
く
抑
え
よ
う
と
す
る
商
社
が
美
濃
窯
及
び
瀬
戸
窯
の
製
品

を
買
い
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
　
（
註
1
0
）
。

ま
た
、
美
濃
窯
及
び
瀬
戸
窯
が
有
田
や
京
都
に
対
し
て
輸
出
用
製
品
を
生
産
す
る
上
で

優
位
に
立
て
た
背
景
に
は
、
染
付
（
下
絵
付
）
が
主
流
で
上
絵
付
の
伝
統
が
な
く
、
海
外

市
場
の
動
向
に
柔
軟
に
対
応
で
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
　
（
註
Ⅱ
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
輸
出
用
磁
器
の
取
扱
い
業
者

最
も
早
い
段
階
か
ら
磁
器
の
輸
出
に
乗
り
出
し
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
開
国
を
受
け

て
幕
末
の
瀬
戸
窯
に
輸
出
用
製
品
を
発
注
し
た
三
井
組
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
明
治
七
年
に
政
府
の
後
援
で
東
京
京
橋
に
設
立
さ
れ
た
起
立
工
商
会
社
　
（
創

設
者
は
茶
商
松
尾
儀
助
）
　
や
同
一
〇
年
に
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
森
村
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
看

板
を
上
げ
た
森
村
組
（
創
設
者
は
森
村
市
左
衛
門
・
豊
兄
弟
）
を
は
じ
め
、
各
地
の
陶
磁

器
問
屋
や
絵
付
工
場
の
経
営
者
た
ち
が
、
磁
器
の
輸
出
に
乗
り
出
し
て
き
た
。

た
だ
し
、
陶
磁
器
生
産
者
の
大
部
分
は
零
細
経
営
で
あ
り
、
独
自
に
製
品
を
輸
出
す
る

こ
と
は
も
と
よ
り
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
　
（
註
1
2
）
。

（
5
）
　
陶
磁
器
の
集
散
地
名
古
屋
の
発
展

輸
出
の
便
を
考
え
つ
つ
仕
入
れ
単
価
を
低
く
抑
え
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
、
商
業
資
本

が
注
目
し
た
の
は
、
安
価
な
製
品
の
供
給
地
と
し
て
の
美
濃
窯
及
び
瀬
戸
窯
を
後
背
地
に

も
つ
名
古
屋
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
代
、
名
古
屋
に
あ
っ
て
磁
器
の
輸
出
に
携
わ
っ
た
の
は
、
同
市
の
瀧
藤
万
治
郎

（
明
治
一
六
年
に
上
絵
付
工
場
を
開
設
）
　
や
佐
治
春
蔵
・
江
戸
時
代
の
長
崎
で
有
田
焼
の

輸
出
を
行
っ
て
い
た
田
代
商
店
（
明
治
二
〇
年
前
後
に
名
古
屋
に
進
出
）
　
や
同
店
の
縁
者
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に
あ
た
る
松
村
九
助
（
明
治
二
〇
年
前
後
に
名
古
屋
に
進
出
）
・
森
村
組
（
明
治
二
三
年

に
名
古
屋
に
出
張
所
を
開
設
）
・
美
濃
国
土
岐
郡
多
治
見
村
の
西
浦
円
治
（
西
浦
焼
の
工

房
を
明
治
二
二
年
か
ら
名
古
屋
に
開
設
）
　
（
註
1
3
）
　
な
ど
で
あ
っ
た
。

上
絵
付
の
伝
統
を
も
た
な
い
名
古
屋
に
進
出
し
た
商
業
資
本
は
、
本
来
は
陶
磁
器
の
集

散
地
で
あ
っ
た
こ
の
地
に
欧
米
の
需
要
が
見
込
ま
れ
る
画
風
を
備
え
た
九
谷
焼
の
画
工
を

競
っ
て
呼
び
寄
せ
、
素
地
を
美
濃
窯
及
び
瀬
戸
窯
か
ら
取
り
寄
せ
て
上
絵
付
（
図
案
は
九

谷
様
金
欄
彩
色
の
花
鳥
風
月
な
ど
）
を
施
し
は
じ
め
た
。
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
　
頃

に
は
同
市
東
北
部
に
上
絵
付
工
場
が
集
中
し
、
職
工
数
も
千
名
を
超
え
た
　
（
註
1
4
）
と
い

わ
れ
る
。

（
6
）
　
美
濃
窯
の
海
外
進
出

名
古
屋
や
東
京
・
横
浜
・
京
都
な
ど
で
制
作
さ
れ
て
い
た
欧
米
向
け
の
磁
器
と
い
う
の

は
、
九
谷
や
薩
摩
の
上
絵
付
技
法
を
施
し
た
中
高
級
品
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
同
時
代
の
美
濃
窯
に
あ
っ
て
は
、
安
価
な
絵
付
技
法
で
あ
る
摺
絵
（
後
に

銅
版
絵
付
）
技
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
諸
国
（
主
に
清
国
）
向
け
の
日
常
雑

器
（
低
級
品
）
を
大
量
生
産
し
て
い
た
。
し
か
も
、
美
濃
窯
で
は
、
原
料
陶
土
と
も
か
か

わ
っ
て
市
之
倉
（
現
多
治
見
市
の
内
）
　
の
盃
・
土
岐
津
（
現
土
岐
市
の
内
）
　
の
煎
茶
碗
・

妻
木
（
現
土
岐
市
の
内
）
　
や
清
畠
（
現
多
治
見
市
の
内
）
　
の
捌
排
碗
皿
・
駄
知
（
現
土
岐

市
の
内
）
　
の
丼
及
び
皿
・
下
石
（
お
ろ
し
　
現
土
岐
市
の
内
）
　
の
徳
利
・
笠
原
（
現
笠
原

町
の
内
）
　
や
瑞
浪
（
現
瑞
浪
市
の
内
）
　
の
茶
漬
け
茶
碗
と
い
う
よ
う
に
地
域
ご
と
に
生
産

す
る
種
類
を
限
定
し
、
未
熟
練
労
働
力
を
組
織
化
し
て
、
低
価
格
の
生
産
体
制
を
確
立
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
　
（
註
1
5
）
。

そ
の
結
果
、
日
本
国
内
や
ア
ジ
ア
諸
国
と
い
っ
た
市
場
は
美
濃
窯
の
独
断
場
と
な
っ
た

が
、
窯
元
は
零
細
で
地
元
商
業
資
本
（
主
に
多
治
見
の
陶
器
商
）
　
の
支
配
下
　
（
い
わ
ゆ
る

仕
送
り
窯
）
　
に
置
か
れ
て
い
っ
た
　
（
註
1
6
）
。

な
お
、
美
濃
窯
に
隣
接
す
る
瀬
戸
窯
の
窯
元
の
場
合
は
、
名
工
の
活
躍
と
は
別
に
、
名

古
屋
に
進
出
し
た
森
村
組
や
田
代
商
店
・
松
村
九
助
な
ど
大
手
の
商
業
資
本
の
支
配
下
に

置
か
れ
、
欧
米
諸
国
向
け
の
中
高
級
品
生
産
に
活
路
を
兄
い
出
し
て
い
た
　
（
註
1
7
）
。

四
　
お
わ
り
に

明
治
期
に
入
っ
た
美
濃
窯
は
地
の
利
を
生
か
し
て
、
名
古
屋
に
進
出
し
た
商
業
資
本
と

の
関
係
を
深
め
る
中
で
、
欧
米
向
け
の
美
術
工
芸
品
あ
る
い
は
中
高
級
品
制
作
の
一
翼
を

担
う
と
と
も
に
、
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
美
濃
窯
で
開
発
さ
れ
た
摺
絵
技
法
を
は
じ
め

銅
版
絵
付
技
法
や
石
版
絵
付
技
法
を
駆
使
し
て
日
本
国
内
及
び
ア
ジ
ア
諸
国
の
市
場
を
席

巻
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
美
術
工
芸
品
の
制
作
と
は
い
っ
て
も
、
美
濃
窯
が
携
わ
っ
た
の
は
捌
排
碗
皿

を
中
心
と
す
る
洋
食
器
類
の
素
地
の
生
産
で
あ
り
、
高
度
な
技
術
を
要
す
る
上
絵
付
は
商

業
資
本
が
深
く
関
わ
る
名
古
屋
の
工
房
で
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
美
濃

窯
の
実
状
を
ふ
ま
え
た
と
き
、
市
之
倉
に
あ
っ
て
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
入
賞
し
た
染
付
の

名
工
加
藤
五
輔
や
、
九
谷
の
優
秀
な
画
工
を
そ
の
工
房
に
多
数
集
め
て
世
界
的
水
準
に
達

す
る
美
術
工
芸
品
の
量
産
を
目
指
し
た
西
浦
焼
の
西
浦
円
治
な
ど
は
、
例
外
中
の
例
外
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
美
濃
窯
が
日
本
国
内
及
び
ア
ジ
ア
諸
国
の
市
場
を
独
占
し
た
背
景
に
は
、
豊
富

な
原
料
陶
土
と
低
廉
な
労
働
力
を
も
っ
て
、
他
の
陶
磁
器
産
地
を
庄
倒
し
う
る
ほ
ど
の
安

価
か
つ
大
量
の
製
品
を
供
給
す
る
生
産
体
制
の
確
立
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
単
価
の
低
い

製
品
（
日
常
雑
器
）
を
大
量
に
提
供
す
る
姿
勢
は
、
市
場
が
縮
小
す
る
不
況
下
に
あ
っ
て

は
生
産
工
程
の
簡
略
化
に
向
か
い
、
ひ
い
て
は
美
濃
焼
の
悪
評
へ
と
つ
な
が
る
粗
製
濫
造

に
直
結
す
る
危
険
性
を
内
包
し
て
い
た
。

【
註
及
び
参
考
文
献
】

1
…
『
日
本
や
さ
も
の
集
成
3
　
瀬
戸
・
美
濃
・
飛
騨
』
　
（
楢
崎
彰
一
編
集
　
平
凡
社

昭
和
五
五
年
）
　
八
五
頁

『
日
本
史
小
百
科
　
陶
磁
』
　
（
佐
々
木
達
夫
　
近
藤
出
版
社
　
平
成
三
年
）

一五
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一

四

～

一

五

頁

い
わ
ゆ
る
陶
磁
器
は
、
土
器
・
陶
器
・
畑
器
（
せ
っ
き
）
・
磁
器
に
分
け
ら
れ
る
。

土
器
と
陶
器
は
広
い
意
味
で
陶
器
と
呼
ば
れ
、
一
般
に
粘
土
を
原
料
と
し
、
や
や
吸

水
性
が
あ
る
。
畑
器
と
磁
器
は
広
い
意
味
で
磁
器
と
呼
ば
れ
、
石
英
や
長
石
な
ど
の

粉
末
を
原
料
と
し
、
吸
水
性
が
小
さ
い
。

原
料
・
相
葉
の
有
無
・
素
地
　
（
き
じ
）
　
の
硬
さ
や
色
合
い
・
吸
水
性
・
透
明
性
と

い
っ
た
点
か
ら
土
器
・
陶
器
・
畑
器
・
磁
器
を
見
た
と
き
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

げ
ら
れ
る
。

土
器
（
縄
文
式
土
器
や
弥
生
式
土
器
・
土
師
器
・
須
恵
器
な
ど
）
は
七
〇
〇
～
八

〇
〇
度
と
い
う
低
温
で
焼
成
さ
れ
、
も
ろ
い
う
え
に
多
孔
質
の
た
め
吸
水
性
が
大
き

く
、
粕
薬
は
施
さ
れ
な
い
。

陶
器
（
奈
良
三
彩
や
愛
器
・
古
瀬
戸
・
茶
陶
な
ど
）
は
粕
薬
が
施
さ
れ
、
吸
水
性

は
小
さ
い
。

畑
器
（
備
前
や
常
滑
の
聾
・
揺
鉢
な
ど
）
　
は
、
土
器
の
場
合
に
近
い
質
の
悪
い
粘

土
を
原
料
と
し
、
粕
薬
は
施
さ
ず
、
一
二
〇
〇
～
一
三
〇
〇
度
と
い
う
高
温
で
焼
成

さ
れ
る
。
素
地
は
陶
器
と
磁
器
の
中
間
の
硬
さ
で
、
吸
水
性
は
小
さ
い
。

磁
器
（
有
田
な
ど
）
は
油
菜
が
施
さ
れ
、
一
二
五
〇
～
一
四
〇
〇
度
の
高
温
で
焼

成
さ
れ
る
。
硬
質
で
ガ
ラ
ス
化
が
進
ん
で
い
て
、
吸
水
性
は
小
さ
い
。

狭
い
意
味
で
の
陶
器
は
土
器
が
進
歩
し
た
も
の
で
、
素
地
が
十
分
焼
き
締
ま
ら
ず

吸
水
性
が
あ
り
、
不
透
明
で
、
そ
の
上
に
光
沢
の
あ
る
粕
薬
を
施
し
た
焼
き
物
を
指

す
。
ま
た
、
磁
器
と
は
素
地
が
よ
く
焼
き
締
ま
っ
て
ガ
ラ
ス
化
し
、
吸
水
性
の
な
い
、

純
白
透
明
感
の
あ
る
焼
き
物
を
指
す
。

2
…
『
江
戸
の
食
文
化
』
　
（
江
戸
遺
跡
研
究
会
編
　
吉
川
弘
文
館
　
平
成
四
年
）

江
戸
時
代
前
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
美
濃
窯
は
、
茶
の
湯
の
世
界
の
質
的
な
変

化
に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
新
し
く
誕
生
し
た
大
消
費
都
市
・
江
戸
の
庶

民
を
対
象
と
し
た
陶
器
（
日
常
雑
器
）
　
の
大
量
生
産
に
向
か
っ
た
。

≡

3
…
博
覧
会
事
務
局
は
明
治
五
年
に
付
属
陶
磁
製
造
所
を
設
け
、
有
田
や
瀬
戸
か
ら
素
地

を
取
り
寄
せ
、
各
地
か
ら
絵
付
師
を
集
め
て
出
品
作
品
の
制
作
に
あ
た
っ
た
。

4
…
『
近
代
の
陶
磁
器
と
窯
業
』
　
（
塩
田
力
蔵
　
大
阪
屋
号
書
店
　
昭
和
四
年
）
　
一
七

頁
『
概
説
　
近
代
陶
業
史
』
（
三
井
弘
三
　
日
本
陶
業
連
盟
　
昭
和
五
四
年
）
　
五
頁

5
…
『
九
谷
焼
三
三
〇
年
史
』
　
（
寺
井
町
九
谷
焼
資
料
館
　
昭
和
六
一
年
）
　
四
六
三
頁

6
…
『
日
本
学
術
論
叢
5
　
近
代
陶
磁
器
業
の
成
立
』
　
（
奈
良
本
辰
也
　
伊
藤
書
店
　
昭

和
一
八
年
）
　
二
四
頁

7
…
『
岐
阜
県
史
　
通
史
編
・
近
代
中
』
　
（
岐
阜
県
　
昭
和
四
五
年
）
　
八
六
二
頁

8
…
前
掲
『
岐
阜
県
史
　
通
史
編
・
近
代
中
』
　
八
六
六
頁

9
…
前
掲
『
日
本
学
術
論
叢
5
　
近
代
陶
磁
器
業
の
成
立
』
　
二
一
頁

『
日
本
輸
出
陶
磁
器
史
』
　
（
名
古
屋
陶
磁
器
会
館
　
昭
和
四
二
年
）
　
三
三
頁

1
0
・
・
・
前
掲
『
概
説
　
近
代
陶
業
史
』
　
一
二
頁

Ⅱ
…
前
掲
『
概
説
　
近
代
陶
業
史
』
　
　
二
一
頁

1
2
…
『
陶
業
振
興
の
核
心
』
　
（
伊
勢
本
一
郎
　
技
報
堂
　
昭
和
三
二
年
）
　
五
頁

前
掲
『
概
説
　
近
代
陶
業
史
』
　
二
〇
頁

1
3
…
前
掲
『
日
本
輸
出
陶
磁
器
史
』
　
三
一
頁

前
掲
『
概
説
　
近
代
陶
業
史
』
　
一
二
、
二
〇
～
二
一
頁

1
4
…
『
海
を
行
く
陶
磁
器
』
　
（
道
家
静
夫
　
窯
業
タ
イ
ム
ス
社
　
昭
和
二
九
年
）
　
　
四
三

頁前
掲
『
日
本
輸
出
陶
磁
器
史
』

前
掲
『
概
説
　
近
代
陶
業
史
』

1
5
…
前
掲
『
日
本
輸
出
陶
磁
器
史
』

前
掲
『
概
説
　
近
代
陶
業
史
』

1
6
…
前
掲
『
概
説
　
近
代
陶
業
史
』

1
7
…
前
掲
『
概
説
　
近
代
陶
業
史
』

三
一
、
三
三
頁

一
三
頁

三
六
～
三
七
頁

二
一
頁

二
一
～
二
二
頁

二
二
～
二
三
頁
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表1濃尾平野における陶磁器生産の概観　　　　　　　1／10

時　代 剞ｻ品 儖i*9&饑ｸ,ﾉ:靠ﾈ����������OﾉEｩ&饑ｸ,ﾉ:靠ﾂ�窯 儖Xﾖﾈ�儖ﾉEｩw�ｭhﾅx�｢�

平 僮"�高火度焼成の平安灰紬陶器（姿器）が、高 度な製作技術とそれにみあう原料陶土に恵 まれた東海地方で生産される。 兌��＊美濃窯には平安後期の自愛窯 

1日 �����ｹ=驂x鳬�9ih*�.y[ﾘ���鳬�8,�*�*�,H��齪械�
Ci 冓ﾒ��yib�姿 白 ���+X.x+X��[ﾘ��､I�8����ﾏｸ倬8ｨｯﾈ,ﾉw��H*ｨﾋ淫ﾒ�

陶器：未の白磁の摸　し、美濃窯の窯数が 倣）が愛知県の猿投　増加傾向（量産）を 仗b����w��[��

窯などを中心に、束　示す。 海地方一円で生産さ　多治見から生産が始 れる。　まり、恵那・中津川 凾ｪ100基余 ＊美濃窯では一般庶民を対象と 

中国陶磁に次ぐ高級　　方面にまで生産地が 凾ｵた雑器の大量生産 

陶器（律令に基づく　　拡大していったと考 凵槙D粕陶器が主であるが、まれ 

詔書誤字器えられる。 珍重される。 中国陶磁の輸入が増大し、これまで白姿を 使用していた貴族や官衛（かんが）・社寺・ 富裕農民が中国陶磁に切り替え、自愛の需 要が激減する。 ○一般庶民向けとして 凾ﾉ緑紬陶器も ＊美濃窯には鎌倉時代から室町 

の短軸の白姿系陶器　　□平安時代末から室町 剋梠纈�｠にかけての白姿系陶 

（山茶碗：日常雑器）　　時代中頃にかけて白 刳嵭qが250基余 

が猿投窯を中心に生　　　姿系陶器が生産され 凵膜ｻ多治見市域の土岐川以北が 

産され、周辺地域に　　　る。 刪ﾉ勢神領（池田御厨）であっ 

出荷される。 凾ｽからか、自愛窯及び自愛系 

14 ������ﾈ､IIHｵｩd�/�_ｨｯﾈ+X,B��:舒ﾙw�,ﾃC��8*ｨ�(b�

鎌 倉 初 倡��ﾆ��:��雑器の量産体制に入 剞ﾔ根曽窯などから「太一」 

る。 凵u大二」の押印のある陶片が 

器 ��ｸ�ﾘｨｩw�,X,ﾙ-�.)E�,b�*(,�+ﾙ�Xﾅ�)���vXｮﾒ�/��h蝌+X���8ﾙ�,仍��ｸｸ/�､ｨ跖+x.��"��ｹ�8ﾌｹw�,X,ﾘ��>ﾉih*��.yk�,�*(+ﾘ.�(hﾙ�:����僞ｨ耳苓,X��倬8ｩw��偬�7��

器をうつした高級施　　　を圧倒する雑器（均 冽��
C 劔-ｸ�丶IIH.)59IH�ｩ:俯�亥)(9���ｨ,ﾉ|ｨ蜥�ｮﾘ*(.ﾘ.H.侘9�8ﾌｸ*ｨ*ｨﾗ8.ﾘ.ｨ.��"��h蝌+8.ｨ���8ﾙ�,ﾈ�8��E){�,ﾈﾈye(,�.h,�,B��x､ｸｸ�,佰ﾈ*�,Hｹ�ｹI(��ﾆ�:舒ﾘ,ﾉ�h蝌,ﾒ�+8.ｨ.��)�ｩ��+x.��"��i�8ﾌｸ�9:儺i����:��8��:�ﾆ��2�
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時　代 剞ｻ品 儖i*9&饑ｸ,ﾉ:靠ﾈ����������OﾉEｩ&饑ｸ,ﾉ:靠ﾂ�窯 儖Xﾖﾈ�儖ﾉEｩw�ｭhﾅx�｢�

15 C 16 C �>ﾂ�fｲ�*����*ﾂ�古 塑 侘9�8ﾌｸ,ﾉ�h蝌ｵｨ��/��x,�,(*�+ﾙ�8ﾌｹw�,ﾈﾔ��奮 窯 美 ��c�Y�(ｴ�,ﾉ��8,侘9�8ﾌｸ,ﾈｵ｢�

戸 系 ��ﾈ*ｩOﾉEｨ,�ｨ�+x.�.����h�,ﾈ�)(9���h蜥�偸�/�.�,�+ﾙ�8ﾌｹw�,ﾈﾔ��ﾈ*｢�

施 �,ﾈﾔ��ﾈ,h,ﾈｭH,���E){�.(ﾋI{�:�7�,�,x,ﾈｦﾒ�儖ﾉEｩ?ﾈ.��俐盈榎ﾈ�hﾋｹ7弍"�
粕 陶 器 美 濃 古 兢ｸ,�,h.�,�*I�騷x*ｩ�h+h+ﾘ+ﾘ-���|ﾈ皦�Xﾜ��倡8刺�｢�

木氏の保護を受ける。 □古瀬戸に類似した古 ○農業技術の進展にと瀬戸系施粕陶器が、 もなう需要から常滑美濃窯においても生 窯で聾が盛んに生産産される。 される。□発見された古瀬戸系 施紬陶器の焼成窯は 7基にすぎず、限ら れた範囲に供給して いたと考えられる。 広大な未開発地を擁し、豊富な原料陶土に 僮期 Ⅱ期大洞穴弘法窯 （土岐市） Ⅲ期下石西山窯（土岐市） 下石東山窯（土岐市） Ⅳ期日向窯（土岐市） ＊中国陶磁（白磁や青磁など） 

後 剏bまれた美濃窯は、名門土岐氏の本拠地と 
期 安 土 凾｢う政治力を背景に畿内消費都市や全国の 戦国城下町を商圏として成長する。 ●開発の限界に達して□大窯にて施紬陶器を 

いた瀬戸窯は深刻な　　　生産する。 僞｢�に近づける段階で各種の紬 

不振に陥る。　　　　　□瀬戸窯の工人加藤五 ��R�w��薬や技術を開発 

●瀬戸窯の工人は、新　　　郎右衛門景久たちが 凾ｽだし、鉄粕と灰粕は全期 

天地を求めて、美濃　　　信長の朱印状によっ 亊"�を通じて使用 

に移住する。　　　　　　て美濃国に入る。 侏2�个�魲�I期小名田窯下窯 

「瀬戸山離散」　　※可児市久々利大平 凵i多治見） 

元祖景久の碑 ��ﾂ�Ⅱ期妙土窯（笠原町） 

●瀬戸の不振は、この　　□茶の湯の流行によっ 凵ｦ銅線粕と瀬戸黒 

時代に入っても続い　　　て、茶陶の発注を受 刧V期小名田尼ケ根1号窯 

桃 �:��ている。　　　　　　　　けるようになる。 凵i多治見） 
山 剞ｶ産にたずさわった 凵ｦ志野粕と黄瀬戸 

のは、集団化された 刄^ンパン 

専門技術者である。 刧W期　山之神・浅間窯 
※多治見市平野公園 凵i可児市） 

陶祖景光の碑 凵ｦ鉄粕による絵付 

※可児市久々利大萱 凾ﾌ志野 

景久の子景戌の碑 （志野焼の創始者） 刧X期牟田洞窯（可児市） 　※紅志野・赤志野・ 

連房式登り窯の操業を背景に畿内に進出し てきた唐津煤に押され、美濃窯は畿内とい う有力な市場を失っていく。 美濃窯の立て直しには、例えば連房式登り 凵@鼠志野・織部黒 大窯という焼成火度の高い 新式の窯では、紬薬に様々 な変化が発生（高級食器類） 

窯技術の導入による、効率のよい生産体制 の構築が急務となる。 凵俣ｒﾃ写しの美濃唐津が誕生 
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時　代 剞ｻ品 儖i*9&饑ｸ,ﾉ:靠ﾈ����������OﾉEｩ&饑ｸ,ﾉ:靠ﾂ�窯 儖Xﾖﾈ�儖ﾉEｩw�ｭhﾅx�｢�

17 俔ﾒ�美 ���8),8,儿ｸ*(,I*��霹��連 ��i��eｸ�6�.駅�,ﾘ��Dﾘﾏ越h�Y|｢�
C 侘ｲ�濃 古 陶 御 深 井 �,ﾈｨI'ﾉw�/�ｧx/�+陷��:�ﾆ�H*ｨ��ｴ�ﾙ�ﾎ9Oﾂ�房 式 登 伜��ｸ,h.�,儖ﾉEｩ�Yw�/�{ﾘ榑��hﾋ8夐W駢�,ﾙ�9Uﾉ4�,��IYIw���hｦYw�ｼi&�,ﾉ<��b�

○尾張藩が領内の陶業　　　濃の久尻に連房式登 �.��

再興を願い、かつて　　　り窯（元屋敷窯）を 冽��

瀬戸窯から美濃窯に　　　築く。 伜��峇�

移った陶工を呼び戻　　□周辺に連房式登り窯 剏ｳ屋敷窯…織部製品 

すために、保護政策　　　が盛んに築かれ、各 �｢�大川窯……茶人・茶壷・織部 

を打ち出す。　　　　　　窯ごとに特色が出て 傲B��ﾂ�流し黄瀬戸鉢 

瀬戸・赤津・下品野　　　くる。 剔ｩ洞・西洞・・・絵志野丸皿 
の3カ村が、尾張の 剞ｴ安寺窯…灰志野紬から発生 

製陶の中心となる。　　※土岐市泉町榎公園 凾ｵた御深井紬（美 

陶祖景延の碑 美濃窯は瀬戸窯を凌駕し、中国陶磁に次ぐ 高級陶器として商圏を広げるとともに、独 創的な粕薬を開発し、美濃古陶あるいは茶 陶と呼ばれる日本独自の焼き物の世界を創 り出す。 元和2年（1616）の有田での磁器生産の開 始と急速な発展、正保年間（1644－48）の 柿右衛門の赤絵創出、色絵陶器としての京 煤の発展は、上層階級を対象としてきた美 濃焼に大打撃を与える。 S徳川幕府による美濃 剩Z青磁） ＊生産地を保護する美濃の領主 の消滅 元利9年（1623） 小里氏の断絶 万治元年（1658） 妻木氏の断絶 寛文5年（1665） 久々利九人衆の 尾張移住 ＊遠方の上層階級向けとしての 

●尾張藩が窯を保護す　　　細分化支配の結果、 剩�Z焼（特需品）から近世庶 

る政策を積極的にと　　　陶業振興への政治的 剿ｯ向けの美濃焼（雑器）への 

ったため、窯（生産　　　援助は期待できなく 剳綷�]換 

者）の自主的な発展　　　なる。 剳z地の一般庶民向け 

は望むべくもない状 態となっている。臆小堀遠州の茶の湯に 　　　美濃焼が用いられな 剄]戸方面の一般庶民向け ＊美濃において衰退する陶業の 

くなる。 ●陶器産業の不況が続園桃山の茶陶を焼いた 剳ﾛ護政策（窯株制度） 岩村藩領の駄知村 …正保年間（1644－47） 

き、尾張藩は衰退す　　　窯は消え、陶工たち 刳�{妻木氏領の妻木村 

る陶業の保護策（窯　　　は四散する。 凵E・・万治年間（1658－60） 

株制度）をとる。 剿虚{領の多治見村・同村市 

●一時期、瀬戸村の陶　　□久尻の窯を中心に、 剩V倉・笠原村・同村滝 

器生産が絶える。　　　　御深井（おふけ）粕 劍C・下石村・久尻村・ 
の優品が前期から中 剴ｯ村高田 

期にかけて生産され る。 凵c元禄年間（1688－1703） 
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時　代 剞ｻ品 儖i*9&饑ｸ,ﾉ:靠ﾈ����������OﾉEｩ&饑ｸ,ﾉ:靠ﾂ�冽��備考（美濃窯関係） 

19 仄r��ｨ5"�磁 ��y�(ｴ冓h*�.s���(ｴ�,�*�*�,H,ﾉ5hﾏ8甑¥�,��兔r��ｲ�寛政8年（1796）、笠松代官 

中 凾謔髑S国的な不況を背景に、瀬戸の窯元か 剋ｮ 
期 些 凾迪ｳ禄年間（1688－1704）に尾張藩に出さ れた上訴によって、美濃の窯株は天領御免 の24株にしぼらざるを得ない状況となる。 ●瀬戸窯の生産は、衰 剴o り 窯 酸 化 炎 

退の一途をたどって いる。 わずかの窯で、灰粕・ 鉄粕・御深井紬の日 常雑器を細々と生産 する。 ��焼 成 連 

○磁祖加藤民吉によっ ����ｩ&ﾘ,ﾈ鏈mｩ7儻(,ﾘｮ"�凭冦穎X蕀�,�.h,�,Iw�ｩH*ｨｦﾒ�
C 杷ﾂ�ﾎ2�ｯ｢�hｲ�ib�器 �,H��tﾉ68,ﾈ鷙ｮﾘ,ﾉ�ｲ�d�*ｩ�8ﾌｹw�,�6�*h.r�.ｨ.��"�:舒ﾘ,ﾙgｸｼh��鷙ｮﾘ,ﾒ��i�ｸ鵫*�.�*(,ﾙ�YWB�村藩主松平能登守の 推奨もあり、能登様 土瓶と呼ばれて全国 に知られる。 □新製もの（磁器）が 剽ｧ ＊有田より200年遅れた磁器の 

と呼ばれる。 倡9Ei���侏ｹ�ﾘ��ﾊ倡8�｢�房 ��h蝌､ｨ跖�俾Xｮﾙ|ｨ蝌,ﾈ鳬�8�｢�

※瀬戸市窯神神社 �,X鵫*�.ｨ跖-�.��"�式 登 り ��i&靈I{�,ﾉ����*�.x､yWH,ﾂ�

民吉の銅像　　　　　□磁器の生産にともなっ 劔_ｹd�,�*(+ﾘ.�-ﾈ,Ytﾉ68,ﾉlﾒ�

○瀬戸村：4代川本半 �,H�8､yWH,ﾈｵｩd�*ｩ6��窯 ヽPn 竸ﾒ�

助が染付の品質向上 �.ﾘ.��"���hｧﾘﾋH,�*�*(,ID靼i?ﾈ.�,ﾉ���

に成功し、天保末頃 より良質の染付が焼 ��〕丞 元 炎 僮)(9��*ｨ�7���h�8俣)D����イ��ｨ��ﾕﾘﾌｸ���gｸｭｸ�Y�ﾈｭｸﾎIw�,ﾈ鵫*ｹZ���俾Xｮﾘ,ﾈｴﾉ�tﾈ�ｨ/��9Ei��,R��h蜥��h�8俣9D���揵z)�ｨ,ﾃ)�9���

かれるようになる。 安政元年（1854）の 同5年の「日米修好、 って開国となり、横蕩 ○安政5年（1858）、 三井組の注文を受け た加藤鎌介が、輸出 ��Y?ｩ¥I���X��o��hｷ�-��,ｨⅸ��o��h,ﾉ/xﾈｸ,�.b�[ｨﾏ�更*ｨ跖-ﾈ.��"������ﾘ自[hｷiD隴H��ｮ"��ｩLｸ,ﾉ(x櫁,Xｮ)�ｨｷ��-�ｩ偉ｹ�ｨ,ﾉ�ﾈ*ｩI���焼 成 

製品の見本を川本半 �,�6�,�,H鵫*ｹZ�/�趙��68ｵH嚢��nX*ｩ�ｹ7��Y�饉)�ｲ�

助や井上治郎らに焼 �-�.�.����G8,做�.ﾒ��;�,�(Ymｨ+X���X棈,�.h.��r�

かせる。 �.��"�冏ｸｶ餬�d�/��韆��偖ﾙx�,ﾙ���

瀬戸における輸出の �+�.ｨ/�I�僣�,h*(*H�"���訷ｶ馘��｢�

始まりとなる。 ��i�����8塰Ei8r��夷8���Y|ｨ,佝(-ﾈ.ｨ+ﾘ揵z"�

○文久2年（1862）、 估inﾉ������ﾉzﾈ刺,��饉)�X棈*ｨﾊﾈ/�¥��

5代川本半助が分家 して川本析吉を名乗 り、輸出を推進する。 ○磁器の影に隠れがち の本業方面で、名工 春岱が活躍する。 �:��9�ｹzxｮ(鶯������ﾓiD���ｧﾘ鉑o���.h.��ﾈ葺苓��,冲���,�,(*(,H,ﾉ�Y�h*ｨ*��.�.������4�,稲h.���x-ﾘ,ﾙ�h-ﾈ.ｨ,�*(�"��-x,Iw�ｼhﾋI{��ｹ�(/�5x､｢�
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時　代 剞ｻ品 儖i*9&饑ｸ,ﾉ:靠ﾂ�美濃地方の動向 冽��備考（美濃窯関係） 

19 C 冖�����磁 器 ��i�9�ﾉgｹKﾈ�,ﾘ��t��□明治7年（1874）の 傀R��ｲ���6��.��＊明治5年（1872）、美濃焼の 生産・販売の自由化（窯株制 度の廃止） 多治見が美濃焼の集散地 ▼陶磁器製造業者に対する陶磁 

出用陶磁胎七宝の素 �:俾Xｮﾙ�h蝌ｧｨ,ﾙ�8ﾙ��窯 

地を作って名古屋の �,ﾃ#h�CH�8�Y�c�肩�"�還 元 

七宝会社や横浜の輸 �+ﾘ+�+X���8,ﾘ��彿>��舒ﾘⅸ,ﾉzx�ｨ*ｨｺﾙ�X,h,�.���襭�

出会社・東京の七宝 儘鮎i4凭ｸﾝyw�,Y?ｨ�ﾒ�炎 ��x.駅��y7�*ｩ�ｩ:r��ik韭���D�,ﾈ7�8ｩiﾉH�,��:�ﾍﾂ�

工房に出荷する。 ○明治4年（1871）、 名古屋に七宝焼専門 の「七宝会社」が設 立（～1890）される。 名工竹内忠兵衛らを かかえて、万博に多 くの作品を出品する。 幕末から明治初期に 開発された陶磁胎七 宝の製法によって生 倅xｮﾘ���廁,��ｹV��｢�/��Y|ｩ�h蝌+X����HB�.�,��h,�,H*(.��"����9Ei���Xﾚｩgｸ�X塰Eb�9�,ﾉ�YWH,�,(*(,H,ﾘ���kﾉ�ｨ/�H�+x�"����(蝌ｻｸｼh/�-�+H+yk��焼 成 

治政府の影響を受け、 剳繧ｪ出品して最高の名誉賞を 

多治見の4代西浦円 治は海外進出に積極 的に取り組む。 剋�ﾜ ＊明治12年（1879）のシドニー 

産された美術工芸品 ��ﾈ葺,�.h.冏ｸｦ�4�,��冓ﾉH�,ﾈﾝｸ,ﾓI�9�ﾈ葺苓��*ｨﾊr�

は、万博に出品され　　　輸出は、明治10年代 劔>��V倆(,ﾉ�ﾙ�8,h,�.���雕���

て海外に販路を広げ ていく。 ○瀬戸窯が陶磁胎七宝 佩9Kﾈ*�.y:�#�D��8,R�*�.��"��傀弍ｨ�ｨ�9Ei��,ﾈ薰��X/�F位ﾒ��hｽ��(潔x�,ﾉkﾈﾌ8夐:俾Xｮﾘⅸ-b�

窯で精巧な染付 凾ﾌ従属的状況からの脱却を願っ 

の素地を供給する。 06代川本半助は、明 ���(hｯｨ�ｩ�ﾘ��ﾊ�,X､���,H��OﾉEｨ鵫蝎&�,X,ﾘⅸｼh檍���

回向上絵付 剞ﾝ立の気運 

【後期】名古屋で輸 剳ﾄ国や中国などの市場開拓 
治9年（1約6）にフイ 偬��,ﾉI)�i&饂ｸ�R�冖韭��9D����ﾘ��ﾊ��｢�

ラデルフイアで開催 刎�Z�,ﾉ�YWH�Y���的�9�ﾈ葺苓��,ﾈ�YEｩ:倆��b�

されたアメリカ独立 ���､x,ﾉ�X�ﾉV����tﾉ68*ｩ6�9ﾙ4�,畏(ｸ��冖韭��9D���7弍(ﾅ8ﾘ(�)�｢�

百年記念万博や明治 劔�ｸｩ阯�鵁,ﾈ�Y:舒ﾘ檍���b�

11年（1878）のパリ 劔k韭��ID���7弍(ﾅ8ﾜ盈��｢�

万博で入賞する一方、 儼�.)Oﾈ��V�/�t��+R��?ｩ8ﾉ[i[ﾘ,ﾈ�Y�y:����b�

第1回から第4回ま �,H*(+ﾘ,ﾈ,���+X,H���冖韭��ID���ﾆ)=�8倬-ﾉ�｢�

での内国勧業博覧会 儖ﾉEｩw�*�.x,ﾙ?ｩw�薯���ﾘﾚｨ泚[ｨ��,ﾈ�YEｨ�xⅸ���b�

に出品して2回入賞 ��旭ﾘ/�(i�8,冲��+2�冖韭��ID���7弍)YH岔���｢�

し、瀬戸窯を代表す �.ｨ.��"�凩�-8���,ﾈ�Y:几(ⅸ���b�

る名工に数えられる。 ��ﾘ��ﾊ�*�.x,ﾘ茫G)���冖韭��ID����ﾘ��ﾊ��｢�

皿・土瓶・花瓶など 刮ﾁ藤善兵衛の「濃磁会社」 

が輸出される。 剿ｾ治14年土岐郡駄知村 加藤休之助の「美陶社」 明治14年恵那郡苗木村 山下彦太の「殖産会社」 明治15年安八郡大垣町 安田信一の「陶器会社」 
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時　代 剞ｻ品 儖i*9&饑ｸ,ﾉ:靠ﾈ����������OﾉEｩ&饑ｸ,ﾉ:靠ﾂ�冽��備考（美濃窯関係） 

19 C 冖�����摺 冖韭��ID����ャ��ｨ��鉑_ｹ�8ｶ�*ｩ�Y��ｺ�,做��兔r��ｲ�＊安価な雑器の大量生産を支え た背景には、家族労働を中心 とした半農半工の生活（自給 的農業） 収支に考えが及ばない濫造生 産と零細経営 ＊絵付を施した日用雑器の量産 

き、西南戦争などで膨脹した不換紙幣の整 剋ｮ 

理に着手した結果、全国的な大不況となる。 ○明治14年、川本新吉□明治15－16年に、脇 らは陶磁器の輸出を之島の上田幸右衛門 剴o り 窯 還 元 

目的とする「磁工社」 �*ｨﾅ韋h,�.h.��YWH,ﾂ�炎 
絵 誠 士 �/�8ﾈｹ�,����Y�8ﾌｸ鶻�ﾔ逸��h/��8ﾌｸ,��ﾙzr�+x.��"�摺絵技法を開発する。 臆好況だった美濃焼も 生産過剰で価格は下 落し、一挙に不況と 傲B��ﾂ�化が可能 ＊明治19年（1886）、美濃陶磁 

なる。 刹ﾆ組合が結成され、生産調整 

園家族労働への依存・ 凾�ﾀ行 
生産制限・海外市場 剴ｯ一品種の生産地を制限 

の開拓によって、不 剴ｩ磁器の改良 

況を乗り切ろうとす 剏繻p者の育成 

る。 剋s場の開拓 

□中国（清国）市場の 剩似莱�笊i評会への出品の 

開拓によって不況を 剳ﾖ宜 

i明治18年頃から一般 ○明治20年（1887）、 川本新吉の養子秀雄 （2代析吉）らは 「日本陶磁会社」を 東京に設立して販路 ��h.���.��"��8ｻX*ｨﾔI5ﾘ+x.��&����V俯�ﾈ�8�Xｵｨ��ﾟﾉ�b�,ﾈｴ8戊*ｨﾘ(-ﾈ.��"���8ﾈｹ�,Ykﾈﾔ�,hﾌH,�.｢�+ﾙ�ﾉ�9�ﾘ躪*ｨｻﾙz(,ﾂ�冖韭�#吋����ンX�ｨ,�,ﾘｯ)Xﾈﾊr�:俾Xｼi�xﾘx,h淙���h倬-ﾉ�ｨ,ﾉ(i�ｩnﾘｾ9�*ｩ�飆(魲�

の拡大を図る。　　　　　恵那郡茄子川村（現 劔�i&�,ﾈﾊHｸh,��ﾈﾏx+X,It��w��
ノlLヽ 焼 西 浦 焼 ��)�9�ﾉgｹ�ﾘｶx,ﾙkﾈﾔ��中津川市）に帰り、 剴ｩ磁器製造に貢献 

をはじめ多くの職工 儖ﾈ��ﾔ杏ﾉV�,ﾉ�xﾞﾈ/��俐盈��ｨ,ﾉ�Ynﾈｪ閏ｨ��*ｨ7H8�92�

をかかえる工場を経 営し、美術工芸品と 日常品を生産すると 丶ｨ跖+x.��"���k韭�#�D���ﾎ��ｸ自�b��5益ﾈ茫G)��蒭,ﾉ�ｹ�(,��ﾈﾏr��Y�ﾘ��ﾊ��ｨ.):��ｨ,ﾉt���ｹV�,ﾒ�

ともに、第3回内国 �,ﾉ�YWH,�*�*ｸ+ﾘ.x,����i&�,ﾈ-ﾈ-ﾉkﾈﾌ8夊,ﾈⅸｭ��Xⅲ�

勧業博覧会にも出品 して入賞を果たす。 ○名古屋には上絵付工 場が多く集まり、輪 �*ﾘ,�,�+ﾓY�9mｩ�ﾈ葡�苓��,ﾘ���Xﾔ�/��-��,I�ﾘ��ﾊ��ｨ,��8､yWB�ﾔ影ｸ/��ﾙzx+x.��"�倆�,偬�r��i�ﾈ蕗H�,ﾉt��V�,ﾘ茫G)��蒭�R�

出陶磁器の加工及び ���k韭�#)D����ャ��ｨ����?ｹ?ﾈ.ｨ�Y�Xﾛx+X,�,r�

売買の中心地に発展 ��ﾘ��ﾊ��ｨ,儻9]h/�ｫB�冖ﾈﾔ�,�.h.偃��ﾈ*ｸ,ﾈ扞+��Y�ﾂ�

する。 �+h+ﾓY�9mｩ�ﾈ葺苓���兒�/�皦,h+X+ﾙ�慰�/�t��V�,ﾂ�

○名古屋金欄焼が華開 く。 �,ﾘ���8､yWHﾔ影ｸ/�kﾂ�ﾌ8夊,�ｩ5ﾘ+x.��"���ｹ�"�
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時　代 剞ｻ品 儖i*9&饑ｸ,ﾉ:靠ﾂ�美濃地方の動向 冽��備考（美濃窯関係） 

19 C 冖�����西 浦 焼 下 絵 ��ｹ:俾Xｮﾘ,ﾉt��*ｩ�x/��,�,�.�,h���i&�,ﾙ:��鷙ｮﾘ蝎&�,Y�h蝌+X���□優秀な上絵付技術と 手指染模様の西浦焼 兔r��ｲ���6��＊下絵銅版技法による製品は、 

絵付は東京・横浜・ �,ﾘ��OﾉEｨ鵫,ﾈﾜXﾘ(ｸ��り 

名古屋で施すという 儼�,h+X,Ikﾉ�ｨ/�H�+X���窯 

地域分業化が進む。 ●明治20年代を境とし て、美術工芸面より 儖ﾉEｨ鵫,���+x.僖h��/�自�h+8+�.��"���k韭�#)D�����:�¥H���還 元 炎 焼 成 

銅 版 上 伜仂ilｨ*ｨ�wh雕+8.｢�剄蒼煖yびアジア（主に清国） 

るようになり、明治、 刔��X��:�ﾋ8鴿�.x*｢�佰ﾈ*�,ﾉ�旭ﾒ�

中期から後期にかけ �ｨ､y;ｩLX,�.h.��YWB���h�)¥Hﾏﾈ*�,ﾘ��kﾈﾔ�,�.h.偃育r�

て粗製濫造の「瀬戸 �,ﾉ��､xｵｩd�/�､ｩJﾘ+r��*ｲ�

もの」が主流になっ �.��"��I�ﾙ�夷8,ﾘ��:俾Xｮﾒ���ﾙ�>�ﾏﾈ*�,�,(*(,B���k韭�#吋�����:�抦蔗���Yk韭�#ID�,ﾉEｩOi�ｸﾝ�,�.h,�,B�

ていく。 明治27年（1894）の の輸出が盛んになる は不振が続く。 ○明治28年、瀬戸陶器 劔OﾉEｩw�,ﾘ�9lX�8ﾆR��hﾙ�>�ﾏﾈ*��ｹV�*ｩ(i�8,X*�,�+ﾒ�ｧﾘﾋI�ｩ�ｩ�8*ｩt��ﾏﾈ*��ｹV偃R��ﾈ,�5ﾘﾏﾂ��h�8､y;ｩLXｵｩd�,�.h,�,It��V��

絵 銅 版 上 乂xﾕｨ�侈yzy�8ﾌｹw�ｼb�郎らが上絵銅版転写 

高校の前身）が開校 される。 ○明治32年（1899）、 亰ｩd�/�､ｩJﾘ+x.��"���k韭�#吋���7弍),9*ﾂ�ﾘ(�(,�:俾XｮﾘﾗX����,ﾉ|ｨ蝌峇��ik韭�#僖����S�ンh�ｨ���ﾘ��ﾊ冉b�

瀬戸陶磁工商同業組 �*ｩ�ﾙzx+8.ｨ.��"���k韭�3ID����ﾘ��ﾊ�*ﾂ��Xﾘx��檍��*ｩ�ﾙzr�

合が設立され、直営 劍�ik韭�#僖���7弍(�Xﾆ)=��X�(髓�

事業として原料の精 剴8ﾅ8,ﾉ:�h�(,�.h,�,Hｯ)Xﾈﾊr�

製工場を設置し、品 劔:俾Xｮﾙ�xﾘy�ﾙzr�

評会・協議会・講習 劍�ik韭�3�D����ン��ｨ��:俾XｮﾘﾗR�

会などの事業を展開 劍��*ｨﾏi�ﾘ,ﾈｯ)Xﾈﾊy:俾XｮﾘﾗR�

する。 劍���侈yzy�ﾘ��ﾊ儘鮎hﾘ(ﾕｨ,ﾂ�
○明治34年（1901）、 劔���x�ｨ,價ﾙ5r�

絵 ��8ﾌｹ:舒ﾘｧxﾕｩW�&�>��の小栗国次郎が石版 剴ｩ磁器の改良 
石 版 �,��8ﾌｹ:俾Xｮﾘ韋ﾋ��｢�（上絵）印刷を始める。 □明治10年代後半から 剴k弟の養成 

を設置して、石炭窯 劔k韭�39D���ｯ)Xﾈﾊy:俾XｮﾘﾗX��

の研究を始める。 劍�*ｩ7弍(ﾅ9zy:舒ﾘｧxﾕｨ,��

○明治34年、瀬戸自動 劔7弍(ﾅ8/�*�+�,Iw�ｼhﾎ8ﾇ��"�

鉄道株式会社が設立 俶�-ﾈ,�+ﾘｵｨ��淤|x,���,ﾈ孜�ﾂ�

され、同38年（1905） �,h.�,�*IV俯�,ﾈﾏﾈ�2���ik韭�3ID����wit��V�:�i�r�

には瀬戸～矢田間が �,�.h,�,H��t��V�,ﾂ�俘yd�/��8*�,H��7弍(�X�(體"�

開通する。 ��h蝌*ｩ�ﾘ��+X��OﾉE｢�佛8*ｩOﾉEｩ:俾Xｮﾙ:�i�xﾘx�傅B�

同39年の電化にとも 傲Hｼh､X,ﾘﾔHｻX,佰ﾈ*��儘�*ｩZｩz8+X,I�ｹ:仂h�(�X�8､r�

なって瀬戸電気鉄道 �*H�"�仂h�(,ﾈ-ﾘ�ｨ*ｩ�ﾙzr�

と改称され、中央線 劍､��,ﾈ��N�(,ﾉ�ﾙxｨ/�;�.��

や堀川の水運と結合、 瀬戸の大動脈となる。 劍+ﾘ-��Y�ｹyI�(,ﾈｽh鈔�
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時　代 剞ｻ品 儖i*9&饑ｸ,ﾉ:靠ﾈ����������OﾉEｩ&饑ｸ,ﾉ:靠ﾂ�窯 儖Xﾖﾈ�儖ﾉEｩw�ｭhﾅx�｢�

20 C 冖������R� 冖韭�3yD������H�ｨ��?ｩ��ﾙ��,�.h,�,I:俾R�連 尻 ��ik韭�3iD������8�ｨ��7弍(ﾅ9zr�:舒ﾘｧxﾕｨ,�7ﾈ乖���%冽�,ﾉ'｢����h+��

器業界は休業状態となり、倒産・転業が広 俾��
がる。 戦後は、戦中の減産の影響で陶磁器の価格 が急騰して活況を呈する。 ○名古屋に上絵加工業□輸出用の素地の生産 �6��.��w��ｭ"�ﾋ2�个�虹1 石炭窯による焼成技術の普 及 ＊美濃窯の市場は、国内4割・ 米国3割・中国及び朝鮮3割 後発の磁器生産地である美 

者が急増する。　　　　　が急激に伸びる。 傲B��ﾂ�����"�濃煤は、摺絵（後に銅版絵 

●瀬戸から名古屋に半 剳t）技法による安価な製品 

製品を盛んに出荷す る。 好況による粗製濫造を防止するため、名古 屋・美濃に陶磁器貿易商工業組合が設立さ れ、統制にあたる。 ○明治41年（1908）、 凾�蝸ﾊ生産して清国に進出 ＊明治41年、土岐郡立陶器学校 が土岐郡立陶器工業学校に改 称 ＊明治42年（1909）、多治見町 の加藤甚兵衛が石炭窯を築造 

名古屋港が貿易港と 凵末ｾ治44年（1911）、薄定吉岐 

して開港される。 i謹繋難詰詰謹。●日貨i 大正3年（1914）、第1次世界大戦が勃発 剳血ｧ知事が多治見町に試験用 石炭窯を築造 近世初頭以来の登り窯から 石炭窯へ移行 ＊明治44年、中央線が全通して 陶磁器の全国発送が可能に ＊輸出品を生産する窯のほとん 

正 凾ｷる。 丶B�w��どが石炭窯に転換 

欧州の戦場化にともない日本は世界の市場 劍J力の軽減 

を獲得して活況を呈するも、大戦の終結に 剞ｶ産単価の引き下げ 

よって各国が生産を再開すると、生産過剰 剔蝸ﾊ生産化 

から大不況に見舞われる。 ○名古屋港から出港す る陶磁器の輸出額は□好況を背景に業者は 全国の6割におよぶ。増加し、石炭窯及び ○加工問屋が盛況を極電動聴瞳の導入が畳 め、名工を集めて美産化に拍車をかける。 濃窯や瀬戸窯から素 地を仕入れ、上絵付園美濃窯や瀬戸窯の零 を施して横浜や神戸細な輸出品の素地製 の輸出業者に渡す。造業者は、名古屋の 陶器商の支配下に置 かれる。 臆不況になると、素地 業者にしわ寄せが集 中する。 凵桝蜷ｳ2年、土岐郡立陶器工業 学校が土岐津町高山から多治 見町に移転 ＊大正3年、多治見町に電動擬 蝿が導入 ＊大正3年、岐阜県陶器試験室 （岐阜県陶磁器試験所の前身） が設置 ＊美濃窯から英国の市場であっ たインドや東南アジアに輸出 したのは、安価な雑器類 ▼陶磁器業界においても、大戦 中に企業の独占化 名古屋の日本陶器が東洋陶 器（福岡県）に発展 近代的な機械工場 零細な家族労働 
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時　代 剞ｻ品 儖i*9&饑ｸ,ﾉ:靠ﾂ�美濃地方の動向 冽��備考（美濃窯関係） 

20 C ��R��2�裵���� ��Y�3�ID�����#X�ｨ���ｹ�(ｼh�(ｷ鞋�,ﾈ+ﾘ-�,ﾂ�����%��＊土岐津町の政治的・経済的地 位が低下し、多治見町に窯業 関係機関が集中 ＊重要輸出品工業組合法の目的 は、粗製濫造の防止による国 際競争力の強化 大正14年 妻木村に大日本中碗会 昭和5年 多治見・市之倉・笠原・ 豊岡地区に西南部輸出陶 磁器工業組合 ＊工業組合法の施行にともない 

「重要輸出品工業組合 が制定され、各地に糸 昭和6年（1931）の÷ 37）の日華事変によっ 要な原材料が不足する も失われていく。 昭和12年、重要輸出口 囘��h�竸(�ｾ�.)uｨ���｢��ｨﾘx*ｩ&��h+x.��"�i頡h駟¥��Y:��)D������,H��:俾Xｮﾙ�h蝌,儺ｲ�,h,h.�,���ﾙ�>��8�｢�V儘鮎i�xﾘyd�*ｨ淤�8+2�窯 

れて「工業組合法」が施行される。 　　　園昭和7年に為替が円 劔:俾Xｮﾘﾔ鮎i�xﾘx*ｩ�ﾙzr��Y�ｹyI�(,ﾉf育��ﾜY.�廁ｦ�,ﾈ査鰓�

●石炭の代わりに亜炭 ��,h,�,�+ﾘ+�,h,�.b�仗��(潔x�,ﾉM��,X*�,�+ﾙ�ｹ�"�

り、美濃窯の生産能 刹ﾆ者の仲買人からの独立によ 

力以上に海外の輸入 業者からの注文が殺 到するも、やがて原 凾､やく成功 ＊昭和12年の日華事変の勃発と 

材料が高騰し注文が 凾ﾆもに、米国内において日貨 

激減する。 剩r斥運動 

臆転業あるいは廃業す 剞寀ﾇの拡大にともなう船舶の 

る業者が続出する。 漢飲食器に代わって、 剳s足により、インド・アフリ 

を使用して、日常品 劍4ｨ�Y(i>ﾉ¥H-h,ﾉt��*ｩ.)���

を生産する。 ●代用品として、陶製 劍7H4(8ｨ7898�X5x888��X7ﾘ8ﾈ�ｲ�

代用品と軍需物資の 剩ｼ島で戯烈な日貨排斥運動 

生産が主となる。 園学徒動員による生産 が行われるようにな 剽A出品については高級品化に 

手相弾から陶貨まで を生産する。 劍.h,�,Hﾋｸ�9�YFｨ/�韋ﾗ2��X�8�ｨ,ﾈ�抦��E){��Xｮy{�,ﾉW2�

る。 剔ｫ、労働力の不足によって、 

召集や徴用によって 刪�H器を中心とした美濃窯は 

労働力の不足が生じ る。 漢石炭窯の燃料である 石炭が高騰する。 園染付に必要なコバル ト（軍需物資）の入 手が困難になる。 刮�ﾅ状態 
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時　代 剞ｻ品 儖i*9&饑ｸ,ﾉ:靠ﾂ�美濃地方の動向 冽��備考（美濃窯関係） 

20 C 傴｢���� 傴ｩ��#�D����鼎X�ｨ���饉ﾙvﾙ�ﾙ��*ｨ�ﾈｸ+x.������%�� 

と、被災地からの需 しかし、工業地帯の多 て壊滅的な打撃を受↓ ●名古屋・四日市の窯 業地帯は、空襲によ って壊滅的な状態と なった。 ○戦災の被害が小さか った瀬戸に、日常品 の注文が殺到する。 �*ｩ�h-ﾈ.ｨ.��"�*ﾘ,ﾙ¥Hﾅ(,ﾈｿ8��,�.h,��,H*(.��"����ﾘ懆/�:h.ｨ+ﾙ�ﾘ��ﾊ��,�?ｨ�ﾙV�,ﾉ(ﾙ[h*ｨ膤�9�+x.��"�窯 
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